
メ
キ
シ
コ
で
今
年
七
月
二
日
に
実
施
さ
れ
た
大

統
領
選
挙
は
、
与
党
で
中
道
右
派
の
Ｐ
Ａ
Ｎ
（
国

民
行
動
党
）
の
カ
ル
デ
ロ
ン
（Felipe C

alderón 

H
inojosa

）
候
補
が
僅
差
で
勝
利
を
収
め
た
。
敗

北
し
た
中
道
左
派
Ｐ
Ｒ
Ｄ
（
民
主
革
命
党
）
の
ロ

ペ
ス
・
オ
ブ
ラ
ド
ー
ル
（A

ndrés M
anuel López 

O
brador

）
候
補
が
異
議
を
申
し
立
て
、
票
の
再

集
計
が
予
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
最
終
結
果
の
確

定
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
一
二
月
の
次
期
政
権

成
立
を
に
ら
ん
で
政
局
は
す
で
に
動
き
始
め
て
い

る
。本

稿
の
目
的
は
、
選
挙
を
め
ぐ
る
メ
キ
シ
コ
の

政
党
政
治
の
現
状
と
今
後
の
行
方
を
考
察
す
る
こ

と
に
あ
る
。
ま
ず
選
挙
に
い
た
る
政
治
の
流
れ
を

概
観
し
た
あ
と
、
選
挙
戦
で
の
各
政
党
の
戦
略
と

政
策
を
検
討
し
、
選
挙
後
の
政
局
の
動
き
と
次
期

政
権
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

●
背
景

ポ
ス
ト
Ｐ
Ｒ
Ｉ
の
メ
キ
シ

コ
政
治

メ
キ
シ
コ
は
一
九
二
九
年
以
来
、
公
式
政
党
Ｐ

Ｒ
Ｉ
（
制
度
革
命
党
。
結
党
時
の
名
称
は
国
民
革

命
党
）
の
長
期
に
わ
た
る
事
実
上
の
一
党
支
配
体

制
の
下
に
あ
っ
た
が
、
一
九
八
二
年
の
経
済
危
機

を
境
に
開
発
路
線
の
見
直
し
や
民
主
化
運
動
の
高

ま
り
な
ど
政
治
経
済
の
流
動
化
が
進
み
、
一
九
八

八
年
の
大
統
領
選
挙
で
は
Ｐ
Ｒ
Ｉ
が
敗
北
の
危
機

に
直
面
し
て
、
な
り
ふ
り
構
わ
な
い
不
正
を
行
っ

た
こ
と
で
正
統
性
の
著
し
い
低
下
を
招
い
た
。
こ

れ
を
き
っ
か
け
に
民
主
化
へ
の
動
き
は
本
格
化
し
、

四
度
に
わ
た
る
選
挙
制
度
改
革
（
一
九
九
○
、
一

九
九
三
、
一
九
九
四
、
一
九
九
六
年
）
を
経
て
、

自
由
で
公
正
な
選
挙
の
た
め
の
政
治
環
境
が
整
え

ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
九
七
年
の
中
間
選
挙

で
は
Ｐ
Ｒ
Ｉ
が
連
邦
下
院
で
初
の
過
半
数
割
れ
を

喫
し
、
二
○
○
○
年
大
統
領
選
挙
で
は
Ｐ
Ａ
Ｎ
の

フ
ォ
ッ
ク
ス
（Vicente Fox Q

uesada

）
候
補
が

当
選
を
果
た
し
て
、
七
一
年
に
わ
た
る
Ｐ
Ｒ
Ｉ
時

代
は
幕
を
閉
じ
た
。

そ
の
間
メ
キ
シ
コ
で
は
、
長
期
政
権
下
で
培
っ

た
圧
倒
的
組
織
力
を
持
つ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
、
同
党
を
離
脱

し
た
改
革
派
と
左
派
諸
政
党
が
一
九
八
九
年
に
結

成
し
た
Ｐ
Ｒ
Ｄ
、
野
党
と
し
て
半
世
紀
以
上
Ｐ
Ｒ

Ｉ
に
対
抗
し
て
き
た
Ｐ
Ａ
Ｎ
を
主
要
政
党
と
す
る

政
治
競
争
が
定
着
し
て
い
く
。
一
九
九
○
年
代
以

降
す
べ
て
の
国
政
選
挙
で
こ
れ
ら
三
党
が
合
わ
せ

て
九
割
前
後
の
票
を
得
て
お
り
、
他
の
小
政
党
は

こ
れ
ら
主
要
政
党
の
微
妙
な
勢
力
関
係
の
間
に
居

場
所
を
見
出
し
た
。
三
党
間
の
対
立
軸
は
、
民
主

体
制
へ
の
移
行
期
に
お
い
て
は
、
権
威
主
義
的
性

格
を
残
す
Ｐ
Ｒ
Ｉ
に
、
民
主
化
推
進
を
目
指
す
Ｐ

Ａ
Ｎ
と
Ｐ
Ｒ
Ｄ
が
対
峙
す
る
構
図
で
あ
っ
た
が
、

民
主
化
終
了
と
と
も
に
政
策
路
線
上
の
対
立
軸
、

す
な
わ
ち
経
済
自
由
主
義
の
伝
統
的
主
張
者
で
あ

る
Ｐ
Ａ
Ｎ
お
よ
び
一
九
八
○
年
代
半
ば
か
ら
新
自

由
主
義
路
線
に
転
じ
た
Ｐ
Ｒ
Ｉ
と
、
貧
困
層
の
保

護
や
民
族
主
義
を
主
張
す
る
Ｐ
Ｒ
Ｄ
と
の
違
い
が
、

民
営
化
や
税
制
改
革
な
ど
法
案
審
議
の
過
程
で
浮

か
び
上
が
る
よ
う
に
な
っ
た
。

フ
ォ
ッ
ク
ス
政
権
は
新
時
代
の
幕
開
け
を
告
げ

る
歴
史
的
意
義
を
持
っ
て
い
た
が
、
同
時
に
、
大

統
領
の
政
党
が
議
会
で
過
半
数
を
持
た
な
い
「
分

割
政
府
」
で
も
あ
っ
た
。
就
任
当
初
は
年
間
七
％

の
経
済
成
長
、
一
○
○
万
の
雇
用
創
出
、
先
住
民

問
題
の
瞬
時
の
解
決
な
ど
野
心
的
目
標
を
掲
げ
た

フ
ォ
ッ
ク
ス
大
統
領
で
あ
っ
た
が
、
議
会
で
は
少

数
与
党
の
た
め
重
要
法
案
の
成
立
が
困
難
で
、
大

統
領
が
見
る
べ
き
指
導
力
や
調
整
能
力
を
発
揮
す

る
こ
と
も
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
米
国
へ
の
労
働
移

動
と
原
油
高
な
ど
に
助
け
ら
れ
て
経
済
が
安
定
し

て
い
た
こ
と
や
貧
困
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果
も

あ
っ
て
、
政
権
支
持
率
の
著
し
い
低
下
は
な
か
っ

メ
キ
シ
コ
・
二

六
年
選
挙
と
政
党
政
治
の
行
方
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特集／ラテンアメリカ現代政治を読む 左派政権？ 反米？ 反ネオリベラル？

た
も
の
の
、
当
初
掲
げ
た
目
標
は
達
成
で
き
ず
重

要
課
題
が
積
み
残
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
状
況
で
迎

え
た
今
年
の
大
統
領
選
挙
で
は
、
Ｐ
Ａ
Ｎ
政
権
の

継
続
か
、
あ
る
い
は
次
な
る
変
化
を
選
択
す
る
か

が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

●
選
挙
戦

三
つ
巴
の
戦
い
か
ら
一
騎

打
ち
へ

そ
ん
な
な
か
で
左
派
政
権
誕
生
の
可
能
性
が
浮

上
す
る
。
経
済
的
に
も
社
会
的
に
も
隣
国
米
国
と

の
緊
密
な
関
係
を
持
つ
メ
キ
シ
コ
の
場
合
、
こ
こ

数
年
相
次
い
で
（
反
米
的
）
左
派
政
権
が
誕
生
し

て
い
る
南
米
諸
国
と
は
事
情
が
異
な
っ
て
お
り
、

相
互
の
呼
応
や
協
力
関
係
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し

か
し
メ
キ
シ
コ
で
も
新
自
由
主
義
路
線
が
二
○
年

続
く
な
か
、
鋭
い
貧
富
の
格
差
を
抱
え
る
社
会
構

造
は
維
持
さ
れ
た
ま
ま
で
、
Ｐ
Ａ
Ｎ
へ
の
歴
史
的

政
権
交
代
も
こ
の
点
で
は
根
本
的
変
化
を
も
た
ら

さ
な
か
っ
た
た
め
、
改
革
を
主
張
す
る
Ｐ
Ｒ
Ｄ
へ

の
期
待
が
生
ま
れ
て
い
た
。
選
挙
戦
は
既
存
三
政

党
の
競
争
と
し
て
始
ま
っ
た
が
、
次
第
に
、
変
化

へ
の
期
待
を
担
う
Ｐ
Ｒ
Ｄ
と
現
路
線
の
継
続
発
展

を
目
指
す
Ｐ
Ａ
Ｎ
と
の
対
抗
関
係
が
鮮
明
に
な
っ

て
い
く
。
以
下
、
各
党
の
選
挙
戦
を
み
て
い
く
。

ま
ず
Ｐ
Ｒ
Ｄ
は
ロ
ペ
ス
・
オ
ブ
ラ
ド
ー
ル
を
候

補
に
指
名
し
、
Ｐ
Ｔ
（
労
働
党
）
お
よ
び
Ｃ
Ｏ
Ｎ

Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｃ
Ｉ
Ａ
（
結
集
党
）
と
「
全
民
同

盟
」
を
結
成
し
た
。
か
つ
て
Ｐ
Ｒ
Ｉ
党
員
と
し
て

党
内
民
主
化
を
目
指
す
革
新
派
で
あ
っ
た
ロ
ペ
ス

・
オ
ブ
ラ
ド
ー
ル
は
、
離
党
後
に
地
元
タ
バ
ス
コ

州
の
知
事
選
挙
に
Ｐ
Ｒ
Ｄ
か
ら
出
馬
し
、
Ｐ
Ｒ
Ｉ

側
の
不
正
に
対
す
る
抗
議
運
動
を
展
開
す
る
な
か

で
頭
角
を
現
わ
し
た
。
一
九
九
七
年
に
党
首
に
就

任
し
て
か
ら
は
、
分
裂
し
た
党
組
織
を
ま
と
め
あ

げ
、
選
挙
で
の
躍
進
の
立
役
者
と
な
っ
た
。
二
○

○
○
年
選
挙
で
メ
キ
シ
コ
市
（
特
別
連
邦
区
）
長

に
当
選
、
高
齢
者
へ
の
食
費
補
助
や
貧
困
家
庭
子

女
へ
の
学
費
補
助
と
い
っ
た
弱
者
対
策
、
道
路
建

設
等
の
公
共
事
業
に
力
を
入
れ
て
高
い
支
持
率
を

維
持
し
た
。
革
命
党
Ｐ
Ｒ
Ｉ
の
伝
統
的
ポ
ピ
ュ
リ

ズ
ム
を
髣
髴
と
さ
せ
る
政
治
手
法
で
、
集
会
を
繰

り
返
し
な
が
ら
支
持
者
を
動
員
す
る
選
挙
戦
術
を

得
意
と
す
る
が
、
一
方
で
世
界
的
な
経
済
自
由
主

義
の
趨
勢
や
米
国
と
の
協
力
の
不
可
避
性
も
認
識

し
て
お
り
、
敵
対
す
る
勢
力
と
の
交
渉
・
妥
協
を

辞
さ
な
い
現
実
主
義
者
の
面
も
持
つ
。
選
挙
戦
で

は
弱
者
の
た
め
の
政
治
を
掲
げ
、
各
種
の
分
配
政

策
や
農
村
の
保
護
、
富
裕
層
か
ら
の
税
徴
収
の
強

化
な
ど
を
訴
え
、
世
論
調
査
で
ト
ッ
プ
を
走
り
続

け
た
。

一
方
、
与
党
Ｐ
Ａ
Ｎ
か
ら
は
、
党
首
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
相
を
経
験
し
た
四
○
代
前
半
の
若
き
指
導
者

カ
ル
デ
ロ
ン
が
、
党
内
予
備
選
を
勝
ち
抜
い
て
立

候
補
を
決
め
た
。
党
内
で
は
社
会
や
家
庭
に
関
し

て
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
義
に
忠
実
で
保
守
的
価
値
観

を
持
つ
原
則
派
に
属
す
る
。
自
由
主
義
や
良
き
社

会
と
い
っ
た
根
本
原
則
の
啓
蒙
を
目
指
す
立
場
を

と
っ
て
き
た
原
則
派
は
、
大
衆
迎
合
的
な
選
挙
戦

術
を
好
ま
ず
、
事
実
カ
ル
デ
ロ
ン
が
党
首
を
務
め

た
時
期
に
党
は
選
挙
で
不
振
が
続
い
た
。
こ
れ
に

対
し
フ
ォ
ッ
ク
ス
大
統
領
の
属
す
る
ネ
オ
・
パ
ニ

ス
タ
と
呼
ば
れ
る
現
実
派
は
選
挙
戦
に
長
け
て
い

る
と
さ
れ
、
前
評
判
で
は
大
統
領
の
推
す
ク
リ
ー

ル
元
内
務
相
が
本
命
と
み
ら
れ
て
い
た
が
、
党
内

保
守
勢
力
に
支
持
を
訴
え
た
カ
ル
デ
ロ
ン
が
勝
ち

上
が
っ
た
。
し
か
し
地
味
で
国
民
へ
の
認
知
度
が

低
い
カ
ル
デ
ロ
ン
候
補
は
世
論
調
査
で
し
ば
ら
く

ロ
ペ
ス
・
オ
ブ
ラ
ド
ー
ル
候
補
に
水
を
あ
け
ら
れ

て
い
た
。
政
策
面
で
現
政
権
を
引
き
継
ぐ
カ
ル
デ

ロ
ン
候
補
は
、
さ
ら
な
る
自
由
競
争
と
外
資
の
積

極
的
導
入
が
経
済
の
活
性
化
と
雇
用
の
拡
大
を
も

た
ら
す
と
主
張
し
た
。

か
つ
て
の
政
権
党
Ｐ
Ｒ
Ｉ
か
ら
は
、
州
知
事
や

党
首
を
歴
任
し
た
マ
ド
ラ
ソ
（R

oberto M
adrazo 

Pintado

）
候
補
が
指
名
さ
れ
、
Ｐ
Ｖ
Ｅ
Ｍ
（
緑

の
党
）
と
と
も
に
結
成
し
た
「
メ
キ
シ
コ
同
盟
」

か
ら
出
馬
し
た
。
旧
体
制
が
解
体
す
る
な
か
で
改

革
派
が
次
々
と
党
を
離
れ
、
ま
た
一
九
九
四
年
末

の
経
済
危
機
以
後
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
派
の
影
響
力
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が
低
下
し
た
結
果
、
Ｐ
Ｒ
Ｉ
で
は
利
権
志
向
は
強

い
が
明
確
な
政
策
を
欠
く
守
旧
派
が
優
勢
に
な
っ

て
お
り
、
マ
ド
ラ
ソ
候
補
は
そ
の
代
表
的
存
在
で

あ
っ
た
。
Ｐ
Ｒ
Ｉ
は
い
ま
も
全
国
各
地
に
強
力
な

パ
ト
ロ
ン
・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係
網
を
持
ち
、

（
三
二
の
う
ち
）
一
七
の
州
知
事
の
座
を
押
さ
え

て
い
る
。
掲
げ
る
政
策
は
社
会
の
安
定
、
雇
用
の

創
出
、
地
域
の
発
展
な
ど
総
花
的
だ
が
、
選
挙
戦

の
重
点
は
政
策
と
い
う
よ
り
地
方
の
票
固
め
で
あ

っ
た
。
し
か
し
大
統
領
候
補
に
登
り
つ
め
る
過
程

で
過
去
の
盟
友
も
含
め
競
争
相
手
を
次
々
と
失
脚

さ
せ
た
マ
ド
ラ
ソ
候
補
は
党
内
に
敵
が
多
く
、
有

力
州
知
事
な
ど
を
中
心
に
反
マ
ド
ラ
ソ
・
グ
ル
ー

プ
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
と
り
わ
け
ナ
ン
バ
ー
２

の
ゴ
ル
デ
ィ
ー
ジ
ョ
元
党
幹
事
長
と
の
対
立
は
、

二
○
人
ほ
ど
の
ゴ
ル
デ
ィ
ー
ジ
ョ
派
議
員
が
離
党

す
る
事
態
へ
と
発
展
し
た
。
ま
た
タ
バ
ス
コ
州
知

事
時
代
か
ら
不
正
選
挙
や
陰
謀
・
裏
取
引
と
い
っ

た
イ
メ
ー
ジ
が
付
き
ま
と
っ
て
い
る
た
め
、
世
論

調
査
で
も
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
評
価
の
値
が
高
く
、
支

持
率
は
概
ね
二
○
％
台
前
半
に
と
ど
ま
り
常
に
三

位
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
主
要
三
政
党
の
勢
力
関
係
は
ロ

ペ
ス
・
オ
ブ
ラ
ド
ー
ル
優
勢
の
な
か
で
推
移
し
た

が
、
年
明
け
か
ら
カ
ル
デ
ロ
ン
陣
営
の
追
い
上
げ

が
始
ま
る
。
き
っ
か
け
は
、
バ
ス
ケ
ス
・
モ
タ
社

会
開
発
相
が
選
挙
参
謀
に
転
じ
て
、
カ
ル
デ
ロ
ン

候
補
を
若
々
し
く
活
力
の
あ
る
（
そ
し
て
保
守
的

で
な
い
）
イ
メ
ー
ジ
で
売
り
込
み
、
ロ
ペ
ス
・
オ

ブ
ラ
ド
ー
ル
候
補
を
危
険
人
物
と
す
る
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
な
ど
積
極
的
な

メ
デ
ィ
ア
戦
略
を
採
用
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
カ

ル
デ
ロ
ン
候
補
の
行
動
に
も
変
化
が
現
わ
れ
、
四

月
末
に
行
わ
れ
た
第
一
回
候
補
者
テ
レ
ビ
討
論
で

は
鋭
く
滑
ら
か
な
弁
舌
を
披
露
し
て
第
一
位
の
評

価
を
得
た
。
こ
う
し
て
五
月
に
カ
ル
デ
ロ
ン
候
補

は
世
論
調
査
で
初
め
て
ト
ッ
プ
に
躍
り
出
る
の
で

あ
る
（『
エ
ル
・
ウ
ニ
ベ
ル
サ
ル
』
紙
の
調
査
で

は
三
九
％
、
ロ
ペ
ス
・
オ
ブ
ラ
ド
ー
ル
三
五
％
、

マ
ド
ラ
ソ
二
一
％
）。

片
や
ロ
ペ
ス
・
オ
ブ
ラ
ド
ー
ル
候
補
は
第
一
回

テ
レ
ビ
討
論
へ
の
参
加
拒
否
や
問
題
発
言
そ
し
て

Ｐ
Ａ
Ｎ
側
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
イ

メ
ー
ジ
を
悪
化
さ
せ
、
支
持
率
が
低
下
し
た
。
以

後
、
テ
レ
ビ
を
中
心
に
メ
デ
ィ
ア
戦
略
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
六
月
初
め
の
第
二
回
テ
レ
ビ
討
論

で
は
ま
ず
ま
ず
の
成
果
を
収
め
、
カ
ル
デ
ロ
ン
候

補
の
親
族
の
不
正
疑
惑
を
取
り
上
げ
る
な
ど
巻
き

返
し
を
図
っ
た
結
果
、
六
月
後
半
に
は
支
持
率
も

回
復
に
向
か
っ
た
（『
エ
ル
・
ウ
ニ
ベ
ル
サ
ル
』

紙
の
調
査
で
は
三
六
％
、
カ
ル
デ
ロ
ン
三
四
％
、

マ
ド
ラ
ソ
二
六
％
）。

●
選
挙
結
果
と
政
局
の
行
方

七
月
二
日
の
投
票
は
平
穏
の
う
ち
に
終
了
し
た

が
、
集
計
の
段
階
で
一
位
と
二
位
の
差
が
伯
仲
し

て
い
た
た
め
Ｉ
Ｆ
Ｅ
（
連
邦
選
挙
委
員
会
）
か
ら

の
正
式
発
表
は
延
期
さ
れ
、
数
日
後
に
○
・
五
八

％
（
二
四
万
三
九
三
四
票
）
の
差
で
カ
ル
デ
ロ
ン

候
補
の
勝
利
と
発
表
さ
れ
た
。
得
票
率
は
カ
ル
デ

ロ
ン
三
五
・
八
九
％
、
ロ
ペ
ス
・
オ
ブ
ラ
ド
ー
ル

三
五
・
三
一
％
、
マ
ド
ラ
ソ
二
二
・
二
六
％
で
、

投
票
率
は
五
八
・
五
五
％
と
前
回
の
大
統
領
選

（
六
三
・
九
七
％
）
よ
り
低
か
っ
た
。

ロ
ペ
ス
・
オ
ブ
ラ
ド
ー
ル
候
補
の
敗
因
と
し
て

は
、
Ｐ
Ａ
Ｎ
側
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
戦
略
の
成
功
、

フ
ォ
ッ
ク
ス
政
府
に
よ
る
成
果
の
宣
伝
と
い
う
形

の
間
接
支
援
、
Ｐ
Ｒ
Ｄ
側
の
勝
利
へ
の
過
信
か
ら

く
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
戦
略
の
不
十
分
さ
、
ゴ
ル
デ

ィ
ー
ジ
ョ
ら
Ｐ
Ｒ
Ｉ
の
反
マ
ド
ラ
ソ
派
が
Ｐ
Ａ
Ｎ

支
援
に
回
っ
た
効
果
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
て
、
ど

れ
も
そ
れ
な
り
の
根
拠
と
証
拠
が
あ
る
が
、
ロ
ペ

ス
・
オ
ブ
ラ
ド
ー
ル
側
が
勝
機
を
逃
し
た
の
は
間

違
い
な
い
。
ロ
ペ
ス
・
オ
ブ
ラ
ド
ー
ル
候
補
は
、

集
計
結
果
発
表
時
の
Ｉ
Ｆ
Ｅ
の
不
手
際
や
投
票
所

で
の
不
正
の
証
拠
を
取
り
上
げ
て
再
集
計
や
無
効

化
を
求
め
た
。Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ｊ
Ｆ
（
連
邦
選
挙
裁
判
所
）

は
八
月
、
問
題
の
あ
っ
た
一
部
の
投
票
所
（
全
体

の
約
九
％
）
の
票
を
数
え
直
す
こ
と
を
決
定
し
た
。

規
定
で
は
九
月
八
日
ま
で
に
最
終
判
断
が
下
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
ロ
ペ
ス
・
オ
ブ
ラ
ド
ー

ル
陣
営
と
し
て
は
、
結
果
が
覆
ら
な
く
と
も
こ
れ

を
超
え
て
抗
議
や
動
員
を
続
け
る
と
中
長
期
的
な

支
持
を
か
え
っ
て
失
う
可
能
性
も
あ
る
。

そ
の
行
方
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
立
ち
入
ら
ず
、

最
後
に
、
選
挙
結
果
の
も
た
ら
す
政
党
政
治
へ
の

影
響
を
考
え
た
い
。
連
邦
下
院
選
挙
の
得
票
率
は

Ｐ
Ａ
Ｎ
三
三
・
三
九
％
、
全
民
同
盟
（
Ｐ
Ｒ
Ｄ
、

Ｐ
Ｔ
、
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｃ
Ｉ
Ａ
）
二
八
・

九
九
％
、
メ
キ
シ
コ
同
盟
（
Ｐ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｖ
Ｅ

Ｍ
）
二
八
・
二
一
％
で
、
大
統
領
選
の
結
果
と
は

若
干
異
な
っ
て
い
る
。
大
統
領
選
挙
で
は
候
補
個

人
の
魅
力
が
物
を
言
い
、
議
会
選
挙
で
は
組
織
力
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が
強
く
反
映
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
候

補
で
勝
る
Ｐ
Ｒ
Ｄ
と
組
織
力
で
踏
み

と
ど
ま
っ
た
Ｐ
Ｒ
Ｉ
の
数
字
は
対
照

的
で
あ
る
。
議
会
選
挙
の
結
果
か
ら

い
く
つ
か
の
こ
と
が
指
摘
で
き
る

（
表
１
に
各
党
の
議
席
数
の
変
化
が

示
さ
れ
て
い
る
）。
ま
ず
第
一
に
、

大
統
領
選
で
の
惜
敗
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
Ｐ
Ｒ
Ｄ
は
大
幅
に
議
席
を
伸
ば

し
第
二
の
勢
力
と
な
っ
た
。
得
票
率

や
議
席
数
の
伸
び
か
ら
言
え
ば
Ｐ
Ｒ

Ｄ
は
勝
者
で
あ
る
。
ま
た
最
大
の
支

持
基
盤
で
あ
る
メ
キ
シ
コ
市
長
選
挙

で
も
大
勝
し
た
。

第
二
に
、
Ｐ
Ａ
Ｎ
は
大
統
領
選
挙

に
加
え
、
同
時
に
実
施
さ
れ
た
グ
ア

ナ
フ
ア
ト
州
、
ハ
リ
ス
コ
州
、
モ
レ

ロ
ス
州
の
知
事
選
で
勝
利
を
収
め
た
。

下
院
で
も
議
席
を
増
や
し
て
第
一
党

に
な
っ
た
が
、
過
半
数
に
は
大
き
く

届
か
な
い
た
め
、
法
案
成
立
に
は
Ｐ

Ｒ
Ｉ
か
Ｐ
Ｒ
Ｄ
の
協
力
が
必
要
と
な

る
。
こ
の
ま
ま
カ
ル
デ
ロ
ン
政
権
が

発
足
す
る
と
し
て
、
新
政
権
を
確
実

に
待
ち
う
け
て
い
る
の
は
、
ま
た
し

て
も
「
分
割
政
府
」
と
い
う
現
実
で

あ
る
。
カ
ル
デ
ロ
ン
は
こ
の
点
を
意

識
し
て
、
多
元
的
な
政
府
を
作
る
と

表
明
し
て
い
る
。
市
場
競
争
に
基
づ

く
経
済
自
由
主
義
と
い
う
基
本
路
線

に
変
更
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

当
面
の
焦
点
は
現
政
権
が
積
み
残
し
た
諸
課
題

（
税
制
改
革
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
改
革
、
米
国
不

法
移
民
問
題
等
）
の
解
決
で
あ
り
、
新
大
統
領
は

そ
の
た
め
の
指
導
力
と
交
渉
力
が
問
わ
れ
る
こ
と

に
な
る
。

そ
し
て
第
三
に
、
Ｐ
Ｒ
Ｉ
こ
そ
が
最
大
の
敗
者

で
あ
る
。
第
一
党
か
ら
第
三
党
に
転
落
し
た
の
み

な
ら
ず
、
選
挙
期
間
中
か
ら
続
く
内
紛
と
分
裂
の

な
か
で
有
力
者
が
次
々
と
Ｐ
Ａ
Ｎ
や
Ｐ
Ｒ
Ｄ
に
鞍

替
え
し
た
。
も
し
こ
の
動
き
が
今
後
も
続
け
ば
、

二
党
制
と
い
う
新
た
な
シ
ナ
リ
オ
も
考
え
得
る
。

内
向
き
の
権
力
闘
争
の
場
と
化
し
た
観
の
あ
る
Ｐ

Ｒ
Ｉ
は
、
国
民
的
指
導
者
を
出
せ
な
い
の
み
な
ら

ず
、
確
固
た
る
政
策
路
線
を
見
失
っ
て
い
る
。
右

（
成
長
）
か
左
（
分
配
）
か
と
い
う
基
本
的
立
場

は
い
ま
や
第
一
党
の
Ｐ
Ａ
Ｎ
と
第
二
党
の
Ｐ
Ｒ
Ｄ

が
そ
れ
ぞ
れ
代
表
し
て
い
る
。
こ
こ
で
Ｐ
Ｒ
Ｉ
の

勢
力
の
一
部
が
Ｐ
Ａ
Ｎ
に
移
れ
ば
カ
ル
デ
ロ
ン
の

任
期
中
に
分
割
政
府
が
解
消
す
る
可
能
性
す
ら
あ

る
。
ポ
ス
ト
Ｐ
Ｒ
Ｉ
の
メ
キ
シ
コ
政
治
は
、
Ｐ
Ｒ

Ｉ
の
最
終
的
解
体
と
い
う
事
態
に
向
か
い
始
め
て

い
る
よ
う
に
も
み
え
る
。

（
き 

し
か
わ

た
け
し
／
上
智
大
学
外
国
語
学

部
助
教
授
）

第 59次（2003-2006） 第 60 次（2006-2009）

小選挙区 比例区 計 小選挙区 比例区 計

PRI 146 57 203 PRI 63 41 104

PAN 79 69 148 PAN 137 69 206

PRD 56 41 97 PRD 90 36 126

PVEM 3 14 17 PVEM 2 17 19

CONV. 5 5 CONV. 5 11 16

PT 6 6 PT 3 13 16

無所属 16 8 24 PNA 9 9

PASC 4 4

計 300 200 500 計 300 200 500

表 1 連邦下院の構成の変化

（出所） La Jornada, 24 de agosto de 2006.
党名：PRI（制度革命党）、PAN（国民行動党）、PRD（民主革命党）、PVEM（緑の党）、CONV.（結集党）、PT（労働党）、PNA（新同盟党）、
PASC（社会民主農民オルタナティブ）
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